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謹 

賀 

新 

年 

会
員
皆
様
の 

ご
健
康
と
ご
多
幸
を 

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す 

平
成
三
十
年 

元
旦 

                         

                                 

  

  

新 

年 

会 

開 

催 
 

 

平
成
30
年
１
月
13
日(

土)

12
時
30

分
か
ら
多
摩
永
山
情
報
教
育
セ
ン
タ
ー

ス
マ
イ
ル
ホ
テ
ル
内
３
Ｆ
「
大
和
」(

多

摩
市
諏
訪
２-

５-

１)

に
て
、
会
員
20
名

参
加
の
も
と
多
摩
市
地
域
支
部
新
年
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
開
会
に
先
立
ち
１
月

４
日
に
逝
去
さ
れ
た
、
わ
が
校
友
で
あ
る

野
球
界
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
、
故
星
野
仙
一
氏

に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
黙
と
う
を
さ

さ
げ
ま
し
た
。 

藤
川
幹
事
長
が
司
会
進
行
を
務
め
、
中

山
支
部
長
の
年
頭
挨
拶
に
続
く
茂
木
副

幹
事
長
に
よ
る
乾
杯
の
音
頭
で
、
宴
は
始

ま
り
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
料
理
に
舌
鼓
を

打
ち
な
が
ら
和
や
か
に
懇
談
し
た
後
、
久

し
振
り
に
参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
近
況
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。続
い
て
ビ
ン
ゴ
大
会
、

カ
ラ
オ
ケ
大
会
等
で
歓
声
も
沸
い
て
大
変

盛
り
上
が
り
、
温
か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。 

最
後
に
菊
池
副
支
部
長
の
中
締
め
、
上

春
幹
事
の
指
揮
で
校
歌
斉
唱
、
安
波
副
支

部
長
に
よ
る
万
歳
三
唱
と
続
き
、
新
し
い

一
年
が
素
晴
ら
し
い
年
と
な
る
こ
と
を
祈

念
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。 

 

充
実
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を 

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

明
治
大
学
校
友
会 

多
摩
市
地
域
支
部 
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雀荘マーチャオ 

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
千
葉
工
場 

「ＳＨＩＲＡＳＥ」 

一
本
杉
公
園
到
着 

   

一
、
南
極
観
測
船
＆
サ
ッ
ポ
ロ 

ビ
ー
ル
工
場
見
学 

７
月
９
日(

日)
、
日
野
地
域
支
部
主
催

の
「
南
極
観
測
船
し
ら
せ
＆
サ
ッ
ポ
ロ
ビ

ー
ル
千
葉
工
場
見
学
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
猛
暑
の
中
、
多
摩
市
地
域
支
部
６

名
、
日
野
地
域
支
部
５
名
の
校
友
が
Ｊ
Ｒ

津
田
沼
駅
に
集
合
し
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
搭

乗
、
30
分
で
現
地
に
到
着
。
港
に
浮
か

ぶ
「
し
ら
せ
」、
そ
し
て
隣
接
す
る
「
サ

ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
千
葉
工
場
」
の
見
学
を
行

い
ま
し
た
。 

写
真
は
、
宗
谷
、
フ
ジ
、
１
代
目
に
続

く
２
代
目「
し
ら
せ
」。１
万
１
千
ト
ン
。

240
名
を
乗
せ
３
万
馬
力
で
砕
氷
能
力
の

あ
る
観
測
船
で
す
。
自
衛
隊
所
属
で
南
極

へ
の
貨

物
運
搬

が
優
先

さ
れ
る

設
計
の

た
め
、

広
い
通

路
が
あ

る
も
の

の
階
段

は
狭
く
急
で
年
配
者
に
は
ち
ょ
っ
と
危
険

で
し
た
。 

サ
ッ
ポ
ロ
ビ

ー
ル
は
１
８

８
７
年
東
京

で
設
立
、
本

格
的
な
味
わ

い
の
「
恵
比

寿
ビ
ー
ル
」

が
大
人
気
を

博
し
ま
し
た
。

生
ビ
ー
ル
の

う
ま
さ
を
瓶

詰
に
し
た
「
サ
ッ
ポ
ロ
び
ん
生
」
が
「
黒

ラ
ベ
ル
」
の
愛
称
と
な
り
、
現
在
も
同
社

の
大
黒
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

原
料
の
大
麦
、
ホ
ッ
プ
、
麦
芽
、
を
仕

込
み
→
発
酵
→
熟
成
→
ろ
過
→
パ
ッ
ケ

ー
ジ
ン
グ
の
工
程
見
学
の
後
、
乾
き
切
っ

た
喉
に
「
黒
ラ
ベ
ル
」
を
流
し
込
み
、
頂

い
た
グ
ラ
ス
を
お
土
産
に
、
ほ
ろ
酔
い
気

分
で
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。 

 

二
、
町
田
と
の
第
２
回
合
同 

カ
ラ
オ
ケ
会
開
催 

11
月
４
日
（
土
）
に
、
２
回
目
の
多

摩
市
＆
町
田
地
域
支
部
の
合
同
カ
ラ
オ

ケ
会
を
、
当
地
域
支
部
主
催
で
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
町
田
６
名
、
多
摩
市
11
名

が
、
聖
蹟
桜
ヶ
丘
、
川
崎
街
道
沿
い
の
ス

ナ
ッ
ク
「
ブ
ー
メ
ラ
ン
」
に
集
合
、
約
３

時
間
の
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

初
め
に
自
己
紹
介
、
中
山
支
部
長
の
乾

杯
発
声
、
続
い
て

喉
な
ら
し
の
２
曲

「
青
い
山
脈
」

「
誰
か
故
郷
を
想

わ
ざ
る
」
を
全
員

で
合
唱
し
て
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
し
て
各
々
自
身

の
持
ち
歌
を
１
曲

ず
つ
披
露
。
そ
の
後
は
、
飲
ん
で
歌
い
話

し
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

三
、
第
２
回
麻
雀
同
好
会
開
催 

伊
東 

勝
義(

Ｓ
35
商) 

８
月
29
日
（
火
）
残
暑
厳
し
い
中
、

初
回
と
同
じ
多
摩
セ
ン
タ
ー
駅
近
く
の
雀

荘「
マ
ー
チ
ャ
オ
」

で
麻
雀
同
好
会

を
開
催
。
４
名
対

戦
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

う
ん
十
年
ぶ
り

の
前
回
と
違
い
、

多
少
慣
れ
て
き
ま

し
た
の
で
チ
ョ
ン

ボ
も
少
な
く
、
校

舎
を
通
り
抜
け
、

駿
河
台
下
の
雀
荘
で
青
春
を
謳
歌
し
た

時
代
が
甦
り
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。 

今
後
は
他
地
域
支
部
と
も
連
携
し
、
同

好
者
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

四
、
第
１
回
「
歩
こ
う
会
」
開
催 

矢
場 

岩
男(

Ｓ
43
商) 

９
月
27
日(

水)

天
候
は
晴
れ
。
初
め

て
の
「
歩
こ
う
会
」
を
実
施
、
校
友
７
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
９
時
55
分
若
葉
台

駅
を
ス
タ
ー
ト
、
お
よ
そ
１
㎞
歩
い
て
稲

城
台
病
院
の
前
か
ら
左
に
入
り
多
摩
市

よ
こ
や
ま
の
道
へ
。 

こ
こ
で
菊
池
副
支
部
長
の
指
導
に
よ

り
軽
く
準
備
体
操
を
行
い
、
給
水
後
、
よ

こ
や
ま
の
道
に
沿
っ
て
歩
く
こ
と
約
50

分
。
諏
訪
ヶ
岳(144.3

ｍ
の
小
高
い
丘)

で
水
分
補
給
の
小
休
憩
。
続
い
て
「
防
人

見
返
り
峠
」
で
２
回
目
の
水
分
補
給
と
小

休
憩
。
参
加
者
全
員
大
汗
を
か
い
た
こ
と

も
あ
り
、
楳
田
幹
事
差
し
入
れ
の
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
や
キ
ャ
ラ
メ
ル
、
美
味
し
か
っ
た

な
ァ
。 

国
士
舘
大
学
体
育
学
部
校
舎
の
裏
側

を
進
み
、
目
標
の
一
本
杉
公
園
到
着
12:

05
。そ
れ
ぞ
れ
の
万
歩
計
は8,500

歩
、

12,500

歩
、14,000

歩
と
不
思
議
な
こ

と
に
い
ろ

い
ろ
で
し

た
が
、
公

式
の
距
離

は
菊
池
副

支
部
長
に

よ
る
と
５

㎞
と
の
こ

と
。(

小
生

上

期

活

動

報

告 

上

期

活

動

報

告 

上

期

活

動

報

告 

上

期

活

動

報

告 

上 

期 

活 

動 

報 

告 
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温泉でくつろぐ校友の皆さん 

輝
く
ス
コ
ア
ボ
ー
ド 

中山支部長の音頭で「乾杯」 

の
場
合
１
㎞
約1,400

歩
、
計
る
と
７
～

８
㎞)
。 

こ
こ
で
も
、
楳
田
幹
事
差
し
入
れ
の
み

ず
み
ず
し
い
「
あ
り
の
み
」
は
正
に
、
干

天
の
慈
雨
。
こ
こ
か
ら
バ
ス
で
多
摩
セ
ン

タ
ー
へ
移
動
し
、
汗
を
流
し
小
腹
の
空
い

た
と
こ
ろ
で
「
た
ま
の
里
」
に
て
昼
食
。

も
ち
ろ
ん
一
杯
付
き
。
ビ
ー
ル
が
ま
た
格

別
美
味
し
か
っ
た
ァ
。
道
中
、
通
常
で
は

得
ら
れ
な
い
参
加
者
同
士
の
四
方
山
話

を
弾
ま
せ
な
が
ら
の
楽
し
い
行
程
で
し
た
。 

実
施
に
当
た
り
、
行
程
づ
く
り
に
尽
力

さ
れ
た
菊
池
副
支
部
長
、
楳
田
幹
事
に
心

よ
り
感
謝
！ 

 

五
、
鉄
道
博
物
館
見
学
＆ 

ゆ
け
む
り
横
丁
温
泉
入
浴 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

10
月
７
日(

土
）、
大
宮
市
に
あ
る
日

本
で
一
番
大
き
な
「
鉄
道
博
物
館
」
見
学

に
行
き
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
指
定
し
た
「
湘
南
新
宿
ラ
イ

ン
小
金
井
行
き
」
に
事
故
の
為
遅
延
が
出

て
心
配
し
ま
し
た
が
、
多
少
の
遅
れ
で
校

友
６
名
、
10
時
大
宮
駅
に
集
合
し
ま
し

た
。 

 

大
宮
駅
か
ら
ニ
ュ
ー
シ
ャ
ト
ル
・
モ
ノ

レ
ー
ル
に
乗
り
、
一
駅
で
「
鉄
道
博
物
館

駅
」
に
到
着
。
駅
と
一
体
と
な
っ
て
い
る

博
物
館
に
す
ぐ
入
れ
る
は
ず
で
し
た
が
、

土
曜
日
の
為
か
大
混
雑
。
期
待
に
胸
を
膨

ら
ま
せ
つ
つ
、
制
限
を
受
け
な
が
ら
５
列

に
並
ん
で
の
入
場
で
す
。
事
前
に
お
願
い

し
て
お
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
（
元

国
鉄
マ
ン
で
博
識
の
男
性
）
の
案
内
、
解

説
で
見
学
開
始
と
な
り
ま
し
た
。 

 

約
東
京
ド
ー
ム
１
個
分
の
敷
地
、
建
物

の
中
に
38
台
の
貴
重
な
機
関
車
、
車
両

が
展
示
さ
れ
て
お
り
、圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
５
年
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
最
初
に
輸
入

さ
れ
た
蒸
気
機
関
車
、
明
治
13
年
に
北

海
道
を
走
っ
た
「
弁
慶
号
」、
日
本
に
１

台
し
か
な
い
機
関
車
、
明
治
大
正
期
の
芸

術
作
品
内
装
の
御
料
車
両
、
日
本
初
の
通

勤
車
両
、
国
の
重
要
文
化
財
指
定
の
列
車

等
々
、
さ
ら
に
は
最
近
ま
で
活
躍
し
て
い

た
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
や
新
幹
線
ま
で
、
歴

史
的
に
も
意
義
の
あ
る
貴
重
な
展
示
品

を
堪
能
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
続
い
て

最
近
改
装
さ
れ
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
列
車
多
数

が
電
気
で
走
る
大
規
模
な
「
ジ
オ
ラ
マ
」

装
置
を
見
学
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
大
宮
駅
に
戻
っ
て
昼
食
。
次

の
目
的

地
は
、

シ
ャ
ト

ル
バ
ス

で
15
分

程
の
日

帰
り
温

泉
施
設

「
湯
け

む
り
横

丁
」。
こ
こ
で
ひ
と
風
呂
浴
び
、
大
宮
駅

前
の
居
酒
屋
で
喉
を
潤
し
て
楽
し
い
１
日

を
終
了
し
ま
し
た
。 

 

六
、
Ｖ
Ｉ
Ｐ
な
気
分
で
楽
し
い
競
馬 

通
例
の
府
中
地
域
支
部
主
催
「
東
京
競

馬
観
戦
」
が
、
11
月
18
日(

土)

東
京
競

馬
場
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
曇

り
空
良
馬
場

の
下
、
校
友

32
名
（
当
地

域
支
部
か
ら

は
６
名
）
が

午
前
10
時
、

正
面
入
口
に

集
合
。
特
別

受
付
で
氏
名
、

服
装
チ
ェ
ッ

ク
を
受
け
た

後
、
８
Ｆ
の

Ｖ
Ｉ
Ｐ
ル
ー
ム<

ダ
ー
ビ
ー
ル
ー
ム
15
号

室>

に
案
内
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
府
中

地
域
支
部
中
島
幹
事
長
、
都
議
及
び
市
議

会
議
員
の
挨
拶
の
後
、
い
よ
い
よ
馬
と
の

戦
闘
開
始
で
す
。 

11
時
30
分
に
は
、
中
山
支
部
長
の
乾

杯
発
声
で
観
戦
し
な
が
ら
の
懇
親
会
が
始

ま
り
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
調
理
の

昼
食
を
味
わ
い
な
が
ら
ア
ル
コ
ー
ル
も
入

り
、
賑
や
か
な
ひ
と
時
に
な
り
ま
し
た
。 

今
回
６
名
の
戦
果
は
、
そ
こ
そ
こ
儲
か

っ
た
人
、
チ
ョ
ッ
ピ
リ
の
人
、
少
し
マ
イ

ナ
ス
の
人
と
様
々
で
す
が
、
皆
何
回
か
は

当
た
り
馬
券
を
手
中
に
し
て
い
ま
す
。
聖

蹟
桜
ヶ
丘
の
焼
き
鳥
屋
で
の
反
省
会
も

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

七
、
伝
統
の
関
東
大
学
ラ
グ
ビ
ー 

対
抗
戦
「
明
早
戦
」
観
戦 

12
月
３
日(

日)

快
晴
。
当
地
域
支
部

会
員
６
名
と
校
友
等
12
名
が
参
加
し
ま

し
た
。 

ほ
ぼ
満
員
の
観
客
で
埋
ま
っ
た
秩
父
宮

ラ
グ
ビ
ー
場
。
開
始
５
分
、
自
陣
22
メ

ー
ト
ル
ラ
イ
ン
付
近
で
Ｃ
Ｔ
Ｂ
梶
村
が
相

手
の
パ
ス
を
イ
ン
タ
ー
セ
プ
ト
し
、
そ
の

ま
ま
約
75
メ
ー
ト
ル
を
独
走
。
こ
の
先

制
ト
ラ
イ
で
試
合
を
優
位
に
進
め
、
素
早

い
パ
ス
回
し
で
相
手
を
翻
弄
し
、
14
対

７
と
リ
ー
ド
し
て
前
半
を
終
了
。 

１
ト
ラ
イ
１
ゴ
ー
ル
差
ま
で
詰
め
寄
ら

れ
た
後
半
13
分
、
粘
り
強
い
タ
ッ
ク
ル

で
早
大
の
攻
撃

を
し
の
い
だ
後
、

右
ラ
イ
ン
ア
ウ

ト
か
ら
展
開
。

Ｃ
Ｔ
Ｂ
鶴
田
が

突
破
し
、
エ
ー

ス
の
快
足
Ｗ
Ｔ

Ｂ
山
村
が
左
隅

へ
飛
び
込
ん
で
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小池都知事から表彰状授与 

ト
ラ
イ
。 

さ
ら
に
22
分
に
は
、
ス
ク
ラ
ム
後
の

ラ
ッ
ク
か
ら
Ｓ
Ｈ
福
田
が
ト
ラ
イ
を
奪
い
、

明
大
が
29
対
19
の
10
点
差
で
快
勝
し

ま
し
た
。
帰
り
は
、
い
つ
も
の
居
酒
屋
で

久
し
振
り
の
美
酒
に
酔
い
し
れ
、
校
歌
を

斉
唱
し
て
解
散
し
ま
し
た
。 

           
 
 
 
       

   

一
、
百
草
園
寒
梅 

・
日
時
：
２
月
25
日(

日) 

・
現
地
集
合
：
10
時
30
分  

 

二
、
第
10
回
多
摩
支
部
地
域
支
部
対
抗 

デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
大
会 

・
日
時:

３
月
24
日
（
土
） 

・
場
所:

昭
和
記
念
公
園 

多
摩
支
部
よ
り
実
施
要
領
が
届
き
次

第
参
加
者
へ
連
絡
し
ま
す
。 

 

三
、
同
好
会 

◆
カ
ラ
オ
ケ｢

紫
紺
の
会｣ 

 

・
日
時
：
原
則 

毎
月
最
終
週
土
曜
日 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
(

次
回
は
３
月
31
日) 

 
 

午
後
３
時
分
30
～
６
時
15
分 

・
場
所
：
ひ
じ
り
館
２
Ｆ
和
室 

・
会
費
：
500
円 

・
参
加
申
込
：
矢
場
岩
男
ま
で 

(

携
帯)  090-8495-7331 

(

メ
ー
ル 

）i-yaba@mx3.ttcn.ne.jp 

な
お
、
会
場
予
約
の
状
況
に
よ
り
、
日

時
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
は
、
メ
ー
ル
等

で
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

 

◆
麻
雀 

・
日
時
：
２
月
19
日(

金)

10
～
17
時 

・
集
合
場
所
：
京
王
多
摩
セ
ン
タ
ー
駅

改
札
口
（
９:

50
集
合
） 

・
雀
荘
：
マ
ー
チ
ャ
オ 

多
摩
セ
ン
タ

ー
駅
徒
歩
３
分 

乞
田
川
沿
い
ビ
ル
５
Ｆ 

・
費
用
：2,500

円 

（
内
訳 

場
代1,500

円
・
参
加
費
用

1,000

円
） 

◆
歩
こ
う
会 
 

計
画
中 

・
麻
雀
と
歩
こ
う
会
の
参
加
申
込
・
問
合

せ
：
楳
田
茂
美
ま
で 

(

電
話) 080-5489-3052 

(

メ
ー
ル) umedakoni@yahoo.co.jp 

    

一
、
モ
ッ
ト
ー
は 

―
今
こ
こ
で
精
一
杯
― 

 
 
 
 
 
 

榊 

つ
き
み(

Ｓ
53
商) 

現
在
、
青
少
年
健
全
育
成
を
目
的
と
す

る
「
多
摩
市
青
少
年
問
題
協
議
会
（
略
し

て
青
少
協
）
落
合
地
区
委
員
会
」
の
会
長

を
し
て
15
年
目
に
な
り
ま
す
。
一
昨
年

12
月
19
日
、
都
庁
に
て
「
東
京
都
青
少

年
育
成
協
力
者
等
感
謝
状
」
と
記
念
品
を

頂
き
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
「
こ
こ
ろ

の
東
京
革
命
推
進
モ
デ
ル
」
に
、
落
合
地

区
委
員
会
『
八
ヶ
岳
キ
ャ
ン
プ
事
業
』
が

指
定
さ
れ
た
事
に
依
る
も
の
で
、
昨
年
２

月
６
日
に
は
、
都
庁
ホ
ー
ル
に
て
事
例
発

表
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
キ
ャ
ン
プ
に
は
地
元
東
落
合
小
学

校
児
童
を
中
心
に
市
内
全
域
か
ら
90
名

程
の
児
童
が
参
加
、
中
高
生
リ
ー
ダ
ー
と

大
人
の
世
話
人
を
加
え
る
と
150
名
近
く

に
。
市
内
で
一
番
大
き
な
二
泊
三
日
の
キ

ャ
ン
プ
で
す
。
お
土
産
は
、
新
し
い
友
達

と
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
思
い
出
。「
地
域

ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
成
」
と
評
価
さ
れ

て
の
感
謝
状
で
し
た
。 

関
わ
っ
た
き
っ
か
け
は
、
20
年
前
小

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
青
少
協
担
当
の
副
会
長

に
な
っ
た
事
で
し
た
が
、
さ
ら
に
数
年
前

の
猛
暑
の
夏
が
本
当
の
意
味
で
の
始
ま
り

で
し
た
。
自
宅
近
く
の
鶴
ヶ
峰
公
園
の
維

持
管
理
を
委
託
さ
れ
て
い
た
老
人
会
の

方
々
が
、
あ
ま
り
の
猛
暑
で
作
業
が
滞
り

が
ち
に
な
り
、
そ
れ
な
ら
ば
、「
い
つ
も

使
っ
て
い
る
私
達
で
や
ろ
う
！
」
と
毎
月

子
ど
も
た
ち
を
集
め
て
清
掃
と
草
む
し
り

を
始
め
ま
し
た
。
老
人
会
の
方
々
は
大
変

喜
ん
で
下
さ
り
、
毎
回
ご
褒
美
の
ジ
ュ
ー

ス
と
、
年
に
一
度
「
花
火
で
も
し
て
ね
」

と
活
動
費
を
下
さ
っ
た
の
で
す
。
今
で
は

200
名
近
く
集
ま
る
夏
の
イ
ベ
ン
ト
に
な

り
ま
し
た
が
、
青
少
協
に
関
わ
っ
て
初
め

て
、「
自
分
が
続
け
て
き
た
公
園
清
掃
も

花
火
大
会
も
、
青
少
年
健
全
育
成
事
業
と

呼
ば
れ
る
も
の
だ
っ
た
！
」
と
驚
き
ま
し

た
。 実

は
青
少
協
は
、
地
方
青
少
年
問
題
協

議
会
法(

昭
和
28
年
法
律
第
83
号)

を

受
け
て
、
全
国
の
自
治
体
に
設
置
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
組
織
で
す
。
各
自
治
体
で

名
称
は
異
な
り
ま
す
が
、
首
長
の
附
属
機

関
と
し
て
設
置
さ
れ
て
お
り
、
多
摩
市
で

は
昭
和
35
年
に
青
少
年
問
題
協
議
会
条

例(

条
例
第
10
号)

に
基
づ
き
誕
生
。
現

在
15
地
区
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。
市
政

施
行
が
昭
和
46
年
で
す
か
ら
、
多
摩
町

当
時
に
設
置
さ
れ
た
事
に
な
り
ま
す
。
私

の
実
家
に
も
古
く
か
ら
貼
ら
れ
て
い
た
挨

拶
標
語
が
あ
り
ま
し
た
。
作
成
者
は
健
全

育
成
団
体
だ
っ
た
と
気
づ
い
た
と
き
、
私

自
身
多
く
の
大
人
に
見
守
ら
れ
て
成
長

し
て
き
た
の
だ
と
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
は
、
様
々
な
事
に
精
一
杯
取
り

今
後
の
事
業
計
画 

今 

後 

の 

事 

業 

計 
画 

会 

員 

活 

動 

便 
り 
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杉山 喬さん 

組
み
、
４
人
の
子
ど
も
た
ち
と
共
に
私
自

身
も
成
長
、
新
た
な
依
頼
を
受
け
る
た
び

悩
み
な
が
ら
も
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。
民

生
委
員
の
仲
間
の
「
主
任
児
童
委
員
」、

学
校
支
援
地
域
本
部
の
「
落
合
地
域
学
校

教
育
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」、
東
落

合
小
学
校
の
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
リ
ー

ダ
ー
」、
さ
ら
に
「
東
京
都
利
島
村
教
育

委
員
会
外
部
評
価
者
」。
多
摩
市
の
公
民

館
通
信
「
た
の
し
い
ま
ち
」
の
市
民
編
集

委
員
と
し
て
も
20
年
近
く
に
な
り
、
表

紙
の
取
材
記
事
「
人
💛
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

担
当
と
な
っ
て
10
年
を
越
え
ま
し
た
。

い
つ
か
、
公
民
館
利
用
者
の
多
摩
市
地
域

支
部
会
員
の
方
を
取
材
で
き
る
日
を
、
と

願
っ
て
い
ま
す
。 

昨
年
か
ら
、
青
少
協
会
長
会
の
会
長
、

主
任
児
童
委
員
部
会
長
な
ど
、
役
職
が
た

ま
た
ま
重
な
っ
て
、
大
変
忙
し
く
な
り
ま

し
た
。
民
生
委
員
制
度
百
周
年
を
記
念
し

た
全
国
大
会
に
も
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
が
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
臨
席
に
は

大
変
驚
き
ま
し
た
。
会
場
が
広
過
ぎ
て
、

お
姿
は
ほ
と
ん
ど
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
。

先
日
、
多
摩
市
の
美
化
に
貢
献
し
た
と
い

う
事
で
、
代
表
を
務
め
る
「
青
木
葉
で
き

る
事
か
ら
始
め
よ
う
会
」
が
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。
今
後
も
居
住
す
る
落
合
青
木
葉

地
域
を
拠
点
に
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
成
長
を
願
っ
て
、
支
え
合
い
の
地
域

づ
く
り
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。 

二
、
声
を
失
っ
て
４
年
、 

第
２
の
声
を
取
り
戻
す 

杉
山 

喬(

Ｓ
45
工) 

下
咽
頭
が
ん
手
術
を
受
け
昨
年
12
月

で
４
年
に
な
り
ま
し
た
。
手
術
の
後
遺
症

で
生
活
に
多
少
の
不
都
合
が
残
る
も
の
の
、

そ
の
生
活
に
も
慣
れ
ほ
と
ん
ど
手
術
前
の

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。 

手
術
後
２
年
経
っ
た
時
に
東
京
マ
ラ

ソ
ン
を
完
走
（「
紫
紺
７
号
」
掲
載
）
し
、

体
力
面
で
は
大
き
な
自
信
を
持
て
ま
し
た
。

残
さ
れ
た
課
題
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
段
で
あ
る
声
を
取
り
戻
す
こ
と
で
、
今

で
も
闘
っ
て
い
ま
す
。 

下
咽
頭
が
ん
で
声
帯
を
摘
出
し
ま
し
た

の
で
、
手
術
後
し
ば
ら
く
は
全
く
話
す
こ

と
が
で
き

ず
筆
談
で

の
生
活
が

続
き
ま
し

た
。 そ

ん
な

中
で
術
後

４
ヶ
月
過
ぎ
た
頃
に
、
第
二
の
声
を
取
り

戻
す
活
動
を
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
の
公
益
社
団
法
人
銀
鈴
会
に
入
会
し

ま
し
た
。
入
会
後
は
週
に
３
日
、
食
道
の

粘
膜
を
振
動
さ
せ
て
発
声
す
る
食
道
発

声
法
の
訓
練
を
受
け
ま
し
た
。
し
か
し
い

く
ら
練
習
し
て
も
声
を
出
す
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
。
つ
い
に
は
入
会
し
て
３
週
間
経

っ
た
頃
に
は
発
声
練
習
を
止
め
よ
う
か
と

真
剣
に
考
え
ま
し
た
。 

あ
る
日
に
そ
の
こ
と
を
家
内
に
伝
え
ま

し
た
。「
い
く
ら
練
習
し
て
も
声
が
出
な

い
。
自
分
に
は
無
理
と
思
う
。
こ
れ
か
ら

も
筆
談
で
過
ご
し
た
い
。
仕
事
も
こ
の
３

月
に
無
事
終
え
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
自

分
の
時
間
を
大
切
し
た
い
」
と
。 

と
こ
ろ
が
家
内
か
ら
は
「
こ
れ
か
ら
初

孫
が
生
ま
れ
る
の
に
。
孫
が
字
を
読
め
る

の
は
先
の
話
だ
か
ら
ね
。」
と
厳
し
い
一

言
。 そ

の
日
の
深
夜
、
夢
の
中
で
、
職
場
で

話
せ
な
い
自
分
の
寂
し
そ
う
な
姿
が
現
れ

て
、
そ
こ
で
目
が
覚
め
ま
し
た
。
そ
の
後

は
朝
ま
で
ま
ん
じ
り
と
も
し
な
い
時
間
を

過
ご
し
、そ
ん
な
中
で
出
し
た
結
論
は「
話

が
で
き
な
い
こ
と
に
は
、
何
も
始
ま
ら
な

い
。
よ
し
も
う
一
度
頑
張
ろ
う
」
と
。
そ

し
て
入
会
し
て
か
ら
の
１
ヶ
月
後
、
つ
い

に
「
あ
」
の
声
を
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。 

そ
の
時
の
嬉
し
か
っ
た
事
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
第
一
声
の
「
あ
」
が
出

て
か
ら
は
、
声
を
出
す
コ
ツ
を
な
ん
と
な

く
つ
か
め
、そ
れ
か
ら
は
50
音
の
練
習
、

簡
単
な
挨
拶
、
本
の
朗
読
な
ど
の
練
習
を

積
重
ね
丸
３
年
、
無
事
発
声
教
室
を
卒
業

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

孫
も
今
年
の
５
月
で
満
４
歳
、
今
で
は

私
よ
り
上
手
く
話
せ
ま
す
が
、
私
と
の
会

話
も
ち
ゃ
ん
と
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
失

声
し
た
時
に
は
、
話
せ
る
よ
う
に
な
る
と

は
夢
に
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

声
帯
を
な
く
し
て
も
新
声
門
と
し
て
声
帯

に
代
わ
る
新
た
な
機
能
が
備
わ
る
人
間
の

不
思
議
な
力
を
感
じ
ま
し
た
。 

校
友
会
で
は
幹
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
食
道
発
声
と
い
う
第
二
の

声
で
日
常
会
話
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た

頃
か
ら
、
役
員
会
で
活
動
報
告
等
も
や
ら

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
と
言
っ
て
も

健
常
者
の
よ
う
に
大
き
な
、
は
っ
き
り
し

た
声
は
出
ま
せ
ん
。
役
員
の
方
々
の
フ
ォ

ロ
ー
と
暖
か
い
お
心
遣
い
で
活
動
を
続
け

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
お
か
げ
で

障
害
を
も
っ
て
い
る
と
の
意
識
が
徐
々
に

薄
れ
て
き
て
い
ま
す
。 

昨
年
３
月
発
声
訓
練
教
室
を
卒
業
し
、

４
月
か
ら
は
立
場
を
変
え
て
同
じ
障
害
者

に
声
を
取
り
戻
す
指
導
員
と
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
人
で

も
多
く
の
障
害
者
が
第
二
の
声
を
取
り
戻

し
、
失
声
前
と
同
じ
よ
う
な
生
活
に
戻
れ

る
よ
う
に
と
願
い
つ
つ
、
新
米
指
導
員
と

し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
校

友
会
の
役
員
会
、
行
事
参
加
等
に
あ
ま
り

出
席
で
き
ま
せ
ん
が
、
お
許
し
い
た
だ
く

と
同
時
に
、
私
の
で
き
る
範
囲
内
で
今
後

も
校
友
会
活
動
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 
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一
、
水
彩
画
を
描
く 

シ
リ
ー
ズ
⑦ 

中
山 
雅
雄(

Ｓ
37
法) 

志
賀
高
原
の
秋 

 

山
深
い
志
賀
高
原
の
秋
の
景
色
を
描

き
ま
し
た
。
白
樺
の
木
の
肌
の
白
さ
、
黄

色
い
葉
の
美
し
さ
。湖
面
の
色
の
美
し
さ
。

優
雅
な
自
然
の
色
を
堪
能
し
ま
し
た
。 

 

絵
を
描
く
の
は
自
分
の
好
き
な
色
を
思

い
切
り
表
現
す
る
こ
と
で
す
。 

色
は
本
当
に
い
い
も
の
で
す
。 

   

             

二
、
墨
絵
を
描
く 

シ
リ
ー
ズ
③ 

楳
田 

成
美(

Ｓ
41
法) 

貝
合
わ
せ 

 

二
枚
貝
と
い
う
も
の
は
、
決
し
て
他
の

貝
と
は
合
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
昔
の
お
姫

様
は
、
お
輿
入
れ
の
時
に
は
ま
ぐ
り
を
入

れ
た
貝
桶
を
持
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
そ
の
方
以
外
に
は
決
し
て
嫁
ぎ
ま
せ

ん
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で

す
。
そ
し
て
そ
の
貝
で
遊
ぶ
の
が
貝
合
わ

せ
で
す
。
三
百
六
十
個
の
貝
の
一
方(

地

貝)

を
並
べ
、
も
う
片
方
の
貝
を
一
個(

出

し
貝)

出
し
、
並
べ
た
貝
の
中
か
ら
同
じ

模
様
の
貝
を
探
す
遊
び
で
す
。 

た
っ
た
一
つ
し
か
合
う
こ
と
は
な
い
の
で
、

昔
か
ら
遊
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

               

                               

    

入
会
者 

木
村
敏
文(

Ｓ
45
法) 

宇
治
博
貴(

Ｓ

49
法) 

退
会
者 

井
上
郁
雄(

Ｓ
39
商) 

栂
瀬
陽
平(

Ｈ

22
文) 

林
茂
樹(

Ｈ
01
商) 

最
上
谷

宣
次(

Ｓ
36
商) 

渡
辺
和
則(

Ｓ
54

商) 

物
故
者 

山
下
憲
男(

Ｓ
44
農) 

松
本
邦
彦(

Ｓ

37
工) 

杉
田 

誠(

Ｓ
35
経
営) 

ご
逝
去
を
悼
み
衷
心
よ
り
お
悔
や
み
申
し

上
げ
ま
す
。 

会
員
数
83
名(

平
成
30
年
１
月
現
在) 

会
員
相
互
の
動
静
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

   

年
会
費
納
入
の
お
願
い 

未
納
の
方
は
、
同
封
の
振
込
用
紙
に
て
お

支
払
い
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

編
集
後
記 

・
異
常
な
寒
波
で
日
本
海
側
に
雪
害
。
Ｔ

Ｖ
の
映
像
に
胸
が
痛
む
。野
菜
は
高
騰
し
、

家
計
を
圧
迫
。
春
よ
来
い
！  

・｢

紫
紺｣

へ
多
数
の
投
稿
を
！(

ヤ) 

会
員
の
動
静 

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

「志賀高原の秋」 

趣 
 
 

味 
     

会
員
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

 
 
 
 

自
慢
の
一
葉
⑩ 

②クマタカ   (丹 沢 湖) 

 撮影者 矢 場 岩 男(S43商) 

①大荒れの翌朝  (立 山) 

 撮影者 鶴 田 勇 雄(S37法) 

「雅の春」 


